
学校評価シート

○ 教育目標 ・

東海市名和町山東１０番地 ○ 特色ある活動 ・
０５２－６０３－１１５１ 児童　808名
花井　浩美 ３２学級　（内　特支６） ○ 地域の特色 ・古くからの住宅と新興住宅が混合する地域で、コミュニティ活動は充実している。

知

徳

体

知・徳・体の調和と統一のとれた、心身ともに健康で人間性豊かな児童の育成

地域の祭りの象徴的な出し物として親しまれている「猩猩」について学び、地元の文化を知ったうえで名和小学校独自の「猩猩」文化を
「名和っ子猩猩」として創造して、全国に発信し、未来へと引き継いでいく。

（児童０４）先生は熱心に教えてくれる。
（児童１６）授業は楽しい。
（児童１７）授業の内容が分かる。
（児童１８）授業中、自分の考えや意見を発表している。
（児童１９）授業中、友達や先生の話をしっかり聞いている。
（児童２０）宿題は、きちんとやっている。
（保護者０２）学校は、子どもたちの学力向上に努めている。
（保護者１１）先生(担任・教科担任)は、分かりやすい授業をしている。
（教師１６）分かる授業を実践している。
（教師１７）楽しい授業を実践している。
（教師１９）子どもは、授業の内容を理解している。
（教師２２）基礎学力の定着を目指した指導を行っている。

（教師０７）発達障害について理解を深める努力をしている。
（教師２３）各種研修会に参加するなど、力量向上に努めている。
（教師２５）家庭での学習が定着できるように手だてを講じている。

特別な教科道徳の研究
を全校体制で推進し、
思いやりの心を育て
る。
いじめや不登校問題に
対し、予防対策・早期
発見・適切な対応に全
力を尽くす。

児童会活動やペア活
動、奉仕的活動の充実
を図り、心豊かな児童
を育てる。

〇全職員がいじめは絶対に許さないという意識をも
ち、担任だけで抱えこむことなく、学年や指導部会等
と情報共有や相談体制の充実を図る。また、児童一人
一人の小さなサインを見逃すことなく、全職員で見守
りを行う。
〇いじめが起こった場合は、生徒指導担当が校内緊急
対応チームを速やかに招集し、事実確認と問題の対応
を協議し、被害者に寄り添いながら解決に努める。解
決に向かった場合は、最低３か月の見守りを行い、本
人と保護者にいじめがないことを確認するまで徹底し
て寄り添う。
〇教頭がスクールソーシャルワーカーやスクールカウ
ンセラー、市こども課、その他外部機関と全職員とを
つなぐパイプ役となり、問題の未然防止や問題が生じ
たときの対応に迅速にあたれるように調整する。
〇不登校に対して、全職員が、児童の様子や変化を注
視し、未然防止を意識した対応を行う。特に、前兆の
ある児童に対しては、保護者と連絡をとり情報共有し
たり、必要に応じてＳＳＷを交えたケース会議を開い
たりして対応を考えていく。
〇教師全員が、様々な教育活動の中で名和っ子猩猩に
触れる機会をつくり、児童の猩猩への関心を高めさせ
る。教頭が、地域に対して回覧板等を活用して紹介す
る。

今年度の目標

児童会活動は、児童の意見を尊重しながら、募金活動、
保健委員による健康面への啓発活動、清掃委員による
黙々清掃などを行った。また、ペアあそびやペアによる
なわとび集会の実施により、「毎日の学校生活は、楽し
い」（０．１％）「ペア活動は楽しい」（３．０％）と
答えた児童が増加した。

（児童０１）毎日の学校生活は、楽しい。
（児童２６）ペア活動は楽しい。
（教師２１）子どものよいところを認め、褒めている。
（教育活動　児童会活動）児童会活動計画・実践・反省
（奉仕的活動　児童会活動）奉仕的活動計画・実践・反省

・児童、教師ともに地域の行事への参加率は３７％であ
る。地域の方で「名和小学校は、地域の活動や行事によ
く協力している」と答えたのは５６％、「学校行事で地
域が協力できることがもっとある」と答えている割合は
６２％である。

基本的生活習慣（あい
さつ）の定着と規範意
識（自己有用感）の確
立と、児童が「ほっと
できる居場所」と感じ
られる学校・学級づく
りに努める。

（児童０１）毎日の学校生活は、楽しい。
（児童０２）名和小学校が好きである。
（児童０３）わたしは、学校のきまりを守って学校生活をしている。
（児童０８）忘れ物をしないように気を付けている。
（児童０９）時間を守って生活している。
（児童１０）よい姿勢で学習している。
（児童１１）友達や先生にあいさつしている。
（児童２１）朝ごはんは、きちんと食べている。
（児童２２）早寝早起きをしている。
（保護者１６）あなたの子どもは、社会のルールを守っている。
（保護者１０）先生は、教育活動全般に対して熱心に指導にあたっている。
（教師０９）「早寝、早起き、朝ごはん」の定着に向けた指導をしている。
（教師２６）子どもたちがルールを守って学校生活を送るよう指導をしている。
（地域０６）地域で見る名和小学校の子どもたちは、社会のルールを守ってい
る。

（児童２５）名和コミ・子ども会・児童館などの地域の行事に参加している。
（保護者２０）あなたは、子どもを地域の行事に積極的に参加させている。
（教師０５）保護者の願いや声を聞いて指導に生かしている。
（教師２９）地域の行事等に参加したり、顔を出したりしている。
（地域０３）名和小学校は、家庭や地域の願いや声を聞いてくれている。
（地域０８）名和小学校は、地域の活動や行事によく協力している。
（地域１０）学校行事で地域が協力できることがもっとある。

学校支援協議会との連
携を強化し、地域・保
護者とのつながりを一
層深める。

（保護者０３）学校は、保護者が子どもの活動を参観する機会をよく設けてい
る。
（保護者０７）学校から出される「猩猩だより」「学年だより」やホームページ
などには、保護者の知りたい情報が盛り込まれている。
（保護者０８）先生は、家庭への連絡や意思疎通をきめ細かく行っている。
（教師０４）たよりなどを通して積極的に学校の様子を知らせている。
（地域０４）学校からのたよりやホームページなどにより、学校の様子が分か
る。

・ブログ「名和小学校の日記」を掲載し、学校の様子を毎日発信し
た。また、学校だより「猩猩だより」の充実に努め、コミュニティ
の回覧板を活用して、情報を発信したことで、「学校からのたより
やホームページなどにより、学校の様子が分かる」と回答した地域
の方が微増した。
・学校から出される「猩猩だより」「学年だより」やホームページ
などには、保護者の知りたい情報が盛り込まれていると答えた保護
者は０．２％減少した。逆に、「家庭へきめ細やかな連絡をしてい
る」と答えた保護者は、５．３％増加した。

〇教師全員が、なぜルールが必要なのかを児
童に考えさせ、自ら進んできまりを守ろうと
する児童の育成を目指す。
〇教師全員で、外遊びを奨励したり、体育科
で運動量を十分確保する活動を取り入れたり
して体力向上に努める。また、学習指導部員
が中心となって、運動機会を確保する方法を
検討する。
〇担任による朝の健康チェックを通して、児
童の様子を確実に把握するとともに、必要に
応じて養護教諭や管理職と情報交換を行い健
康管理に努める。また、養護教諭が作成する
「ほけんだより」で基本的な生活習慣の定着
を啓発したり家庭での協力をお願いしたりす
る。

〇職員が、ブログや学校だよりを通して、積
極的に学校の様子を保護者や地域への発信を
継続する。また、教頭がコミュニティの会に
参加して、学校の様子を紹介したり学校への
協力を依頼したりする。
〇教頭が、PTAや地域の声を集め、保護者や地
域が求めている情報を学校だよりやブログの
内容に反映させる。
〇教師が無理のない範囲で地域行事に参加し
たり、保護者や地域住民が気軽に学校行事に
参加したりと相互交流が円滑に進められるよ
うに教頭が中心となって調整する。

○地域で立哨しているが、児童にあいさつを
しても返ってくることが少ない。返してくれ
るまで粘り強くあいさつを続けるが、そもそ
も知らない人からの声掛けに警戒感がある世
の中であるため難しさを感じる。
○学力向上も当然大事だが、各クラスの色や
自分たちで学校やクラスを動かす、楽しむと
いう思いを大切にして、笑顔あふれる学校に
なってもらいたい。そういう経験が、自己有
用感を高めていくと感じる。
○規範意識の向上は児童、学校、家庭が一つ
になって取り組む必要がある。

○ブログが毎日更新されており、それを見ながら
子どもとの会話を楽しんでいるので、大変だと思
うが続けてほしい。
○ブログが毎日更新されたり、学校だよりや学年
だよりがｅメッセージで発信されるようになった
りしたことでホームページを見る機会が減った。
とはいえ、学校の基本情報や感染症の治癒証明書
のダウンロード版が掲載されているので、必要性
は感じている。
○地域の方への情報発信は今後も名和コミュニ
ティを通して回覧板等でお願いしたい。
○地域の思いとしては、情報を待つのではなく、
自ら取りに行くことが必要だと感じている。

○教師は「いじめのない学校・学級づくりに取り
組んでいる」に９０．７％「あてはまる」「やや
あてはまる」と答えているのに対し、児童は「他
の人から悪口を言われたりいやなことをされたり
しない」の割合が少ない。教師の取組に対する児
童の実態との乖離が気になる。
○いろいろな子どもがおり、一人一人の性格があ
る中、画一的な指導も大切だが、個に応じた声か
けや寄り添った指導も大切である。
○近年、誉めて伸ばすことが言われているが、社
会の中で生きる上で、「ダメなことはダメ」だと
叱れる大人であってほしい。
○名和っ子猩猩に積極的に参加する児童が減って
きているので、様々な機会を捉えて参加を呼びか
けるとよい。
○にっぽんど真ん中祭り等のイベントに参加する
ことは、子どもたちの活躍する場が広がるので続
けるとよい。

校 長 名

結果の分析 課題と対応策

○学校の様子はブログで毎日知らせてい
る。児童や保護者からのアクセス数も増
え、関心は高い。今後も、保護者の知り
たい情報を考慮しながら、積極的に発信
していく。
○学校だよりは今後も継続しコミュニ
ティの協力を得て、回覧板等で地域に回
覧していく。
○地域を盛り上げるために、コミュニ
ティや社会教育施設のイベント等に協力
し、地域と一緒になって、児童の健やか
な成長を見守りたい。
○教師の地域行事への参加は、働き方改
革の問題もあるが、「地域の学校」とし
て、今後も無理のない範囲で参加を促
す。

〇いじめ問題は、本校においても重要な
課題として取り組んでいる。教育活動全
体で、いじめをしない・させない学校づ
くりを進める。アンケート等から得られ
た情報の「報・連・相」を確実に行い組
織的に対応する。教師が児童との関わり
を多くし、複数の教師が対応にあたるこ
と、必要に応じて外部機関と連携してい
じめの未然防止、早期発見、早期対応に
取り組む。
○道徳の時間を担任だけでなく、必要に
応じて担任をローテーションして行うな
ど、自分の担当クラスだけでなく、他ク
ラスでも実施することで学年の児童をよ
り多くの教師で見守っていく。
○「名和っ子猩猩」は名和小学校の特色
のある活動の一つである。低学年の段階
から意図的に「名和っ子猩猩」に触れさ
せ、名和小学校の伝統を継承していく。
また、にっぽんど真ん中祭りに参加する
場合は、保護者の協力を仰ぎながら、児
童、教師、保護者が一体となって盛り上
げていく。

基礎的な学力の定着と
主体的に学ぶ態度の育
成を図り、「わかる・
できる・楽しい授業」
を実践するとともに、
専科担当教員の活用や
学年間で交換授業を行
うことで、教材研究を
充実させ、質の高い、
魅力ある授業づくりに
努める。

（　）の数字は昨年度との比較
・「授業は楽しい」（８．１％増）「授業の内容が分かる」（１．
１％増）「授業中、友達や先生の話をしっかり聞いている」（４．
４％増）と答えた児童が増加した。しかし、「授業中、自分の考え
や意見を発表している」（０．２％減）「宿題は、きちんとやって
いる」（１．１％減）は減少した。
・「学校は、子どもたちの学力向上に努めている」（１．５％増）
「先生(担任・教科担任)は、分かりやすい授業をしている」（９．
８％）と答えた保護者が増加した。
・「分かる授業を実践している」（６．１％増）「楽しい授業を実
践している」（３．８％増）「子どもは、授業の内容を理解してい
る」（４．８％増）と答えた教師が増加した。

健康な心
と身体を
育む

豊かな人
間性を養
う

（　）の数字は昨年度との比較
にっぽんど真ん中祭り、市子ども芸能発表会、上名和公
民館祭りで「名和っ子猩猩」を披露した。
・『「名和っ子猩猩」の活動に積極的に参加している』
（１０．０％減）と答えた児童が減少した。
・「学校は、「名和っ子猩猩」の活動に、積極的に取り
組んでいる」（１１．８％）と答えた保護者が減少し
た。

（　）の数字は昨年度との比較
・「忘れ物をしないように気を付けている」（２．７％
増）「よい姿勢で学習している」（４．８％増）「友達
や先生にあいさつしている」（４．３％）「早寝早起き
をしている」（６．２％）と答えた児童が増加した。し
かし、「わたしは、学校のきまりを守って学校生活をし
ている」（１．２％減）は減少した。基本的な生活習慣
の定着は身についてきたが、規範意識の低さが見られ
た。
・一方、「あなたの子どもは、社会のルールを守ってい
る」（１．８％増）と答えた保護者、「子どもたちが
ルールを守って学校生活を送るよう指導をしている」
（０．３％増）と答えた教師が増加した。

（児童０２）名和小学校が好きである。
（児童２３）「名和っ子猩猩」の活動に積極的に参加している。
（保護者１８）学校は、「名和っ子猩猩」の活動に、積極的に取り組んでいる。
（教師０３）「名和っ子猩猩」の活動を意識した指導をしている。
（地域０９）名和小学校の「名和っ子猩猩」の活動について知っている。

児童の仲間意識を高
め、活気ある学校づく
りを推進するために
「名和っ子猩猩」の活
動充実を図る。

信頼され
る学校を
つくる

ホームページや学校だ
よりの充実を図り、保
護者・地域に情報を発
信する。

資
料
等

学校支援協議会評価
【実施日】令和6年2月28日

来年度の改善策
（誰が何をどうする）

○教師個々が日々研鑽したことを生か
し、児童の実態に応じた指導にあたるこ
とが、児童の学習意欲向上や学力向上に
つながる。教師が「わかる・できる・楽
しい授業」を実践するために、タブレッ
トを活用し分かりやすく視覚化したり、
ドリル学習をしたりすることで児童の基
礎学力向上を目指す。
○自分の考えや意見を安心して言えるた
めの雰囲気づくりや、授業に「振り返り
活動」を取り入れることで自己を見つめ
たり、振り返りが生かされる場面を作っ
たりして、自信をもった発言ができるよ
うにする。
○授業力向上を目指す効果的な校内研修
を計画し、実行する。

○教師アンケートで無効があるのが気にな
る。どういう意味なのか。
○主に高学年で、教科担任制で授業を行って
いるが、いろんな先生が入ることで担任だけ
でなく、多くの目で子どもたちを見ることが
できる。また、子どもたちもいろんな大人の
考え方や価値観に触れるため成長できる。
○タブレット学習が進んでいるが、ドリル
パークなど基礎基本の習得に効果があると感
じている。一方、板書を写したりノートに書
く作業が減ったりしたため、字を丁寧に書く
とか昔のように書いて覚えるということがな
くなってきて心配している。

東海市立名和小学校

評　価　方　法
（アンケート項目）

確かな学
力を育む

地域連携

中期
目標

（児童１２）他の人に悪口を言ったりいやなことをしたりしない。
（児童１３）他の人から悪口を言われたりいやなことをされたりしない。
（児童１５）友達と仲よくしている。
（保護者１２）学校は、いじめのない学級・学年づくりに取り組んでいる。
（教師０８）いじめのない学校・学級づくりに取り組んでいる。
（教師２０）道徳の時間や体験活動を通して、心を育てる指導に努めている。
（地域０７）子どもたちがよくないことをしているのを見かけたら注意する。
（教育活動）道徳等の授業実践・反省、授業研究

（　）の数字は昨年度との比較
・「他の人に悪口を言ったりいやなことをしたりしな
い」（４．５％増）と答えた児童が増加した。しかし、
「他の人から悪口を言われたりいやなことをされたりし
ない」（４．５％減）「友達と仲よくしている」（０．
６％減）は減少した。
・「学校は、いじめのない学級・学年づくりに取り組ん
でいる」（２．５％増）と答えた保護者が増加した。
・「道徳の時間や体験活動を通して、心を育てる指導に
努めている」（３．５％）と答えた教師が減少した。

○授業者が、授業の中に「振り返り」の
場面を設定する。ノートやタブレット端
末、グループ学習を活用し、自分の考え
や意見を整理させたり、自信をもって発
言できるように指導する。
〇教務主任が、NRTやCRT、全国学力学習
状況調査を分析し、各担任が苦手な教科
や分野を、名和っ子タイム等を活用して
指導する。
〇教頭が、学校評価アンケートの結果を
分析して、学年主任や学習指導部、現職
推進委員と共有して課題の具体策を考え
る。
〇教頭が、全職員に対して多種多様な研
修会等のアナウンスを行い、指導力向上
を目指す。

住　　所
電話番号

（　）の数字は昨年度との比較
・「発達障害について理解を深める努力をしている」
（３．３％増）「家庭での学習が定着できるように手だ
てを講じている」（１６．１％増）と答えた教師が増加
した。しかし、「各種研修会に参加するなど、力量向上
に努めている」（１．７％減）は減少した。

各種研修会への参加や
校内研修等を通して、
教師個々の授業力の向
上に努める。

○早寝・早起きについては、保護者の協力も得
る必要がある。教師が校内での始業・終業のメ
リハリをつける、忘れ物が常態化しないような
指導も継続して行う。
○登下校時の交通マナー、公共の場でのルール
を守る指導を家庭や地域と協力して行ってい
く。
○学校保健委員会等で専門的な立場からの講話
や、委員会の児童による主体的な活動を促し、
問題意識をもたせ、基本的生活習慣の定着をは
かる。小学校期に運動する楽しさを身に付ける
ことが生涯スポーツの基盤となり、健康づくり
へとつながる。放課遊びを推奨したり、体育科
での運動量を多くしたりして、体力向上に努め
る。


